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1) Sebastiscus  marmoratus and Sebastes  inermis, the most important fishes among the 

  marine  ovoviviparous teleost, are collected monthly all the year round at Sasebo Bay. 

2) There is a projection beheind the anus in the male, and the author recognized it as 

 the copulatory organ from the histological and morphological point of view. 

3) This projection is formed by juting out the end of the  mesonephric duct and the 

 urethra outward, and it is  not  the transformed fin such as in the other viviparous and 

 ovoviviparous fishes. The mesonephric duct and the urethra open at the apex of this 

  projection separately. 

4) By this copulatory organ, the sex of these fishes can easily be distinguish. There is 

  no projection in immature fish and the difference of both sexes is not recognized, so 

  this projection is seemed as the secondary sexual character. 

5) In the mature male, the  copulatory organ in both species can be seen clearly in all 

  the year, and especially it is prominent in half a year of before and after of the 

  copulatory month. 

 6) There is a little difference in the histological figure of their copulatory organ in 

  both species, but the copulatory organ has similar structure to the penis of the higher 

  bertebrata in morphologically and histologically.



8］

ているだけで特に海産硬骨焦類については胎生，卵胎生とも未だ報告がない。

筆者は佐世保湾内水産学部周辺海域で海産卵胎生硬骨三三であるカナゴ及びメバルを周年にわたって採集

し，両阿智雄の交接器を形態学的に又組織学的に観察したのでここに報告する。

2　観 察

A．　カサゴの交接器

　先ず外部観察であるがカナゴの雄を毎月漁獲したので解剖する前に肛門の附近を各月ののものについて詳

細に検討した。即ち齪雄の生殖門をそれぞれ調査した結果雌雄によって仔魚放出孔と精虫の：放出孔が異って

いて，雄の場合はそれが年聞を通じて常に少し炎出しているが，雌では別に突出しているような事は発見で

きなかった。その六出部の形状をFig．1に示した。それから特に雄の突出はこの魚が交尾すると思われる
　　　（3）
月（10月）を中心として8月一一一lJ9の間は割合に甚だしb。それ故に交尾の月は勿論であるが周年この部分

のみによって雌雄の鑑別が可能である。この突出物が多分カナゴの交接器であろうと推定される。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次に組織切片の顕微鏡的観察であるが交尾の月のユO月に
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漁獲した雄魚の内，体長が大きくてこの突出部の大きいも

のを選びこれをパラフィン切片法で輪切りにした。固定は

BQulN氏液，染色はHANzEN氏Haematoxylin一一一Eosinの

二重染色法を用いた。PLATE　I，　Fig．1はカサゴの交

接器と思われるものの中間部の組織像である。この図に示

してある通りこの突出部にはその内部に穴が二つ通ってお

り，その内の大きい方の穴の壁の附近に精虫群が附着して

いるのでこれが輸精管であると推定され，一方小さい穴の

方は壁の細脆が膀胱の内壁の縞胞とよく似ているので輸尿

管と推定された。これは内部の解剖の結果とも一致する。

そしてこの図を見ても明らかな如くこの両管は全く別々に

体外に開ロしている。これの組織学的な内部構造なメバル

の場合と非常によく似ているので，その共通せる構造及び

両面の細かい相違については次のメバルの項にゆずる。又

ソイの

類はそ

の交接器並びに精巣の内外部形態がカサゴのそれとよく似

ている。

B．メバルの交接器

　外部観察についてはメバルもまた周年にわたって漁獲し

たので解剖前に肛門附近を詳細に調べたが雌雄によってそ

の生殖門が異っているのが分った。カサゴと同様にメバル

においても雄の放精孔が外部に相当突出しており，雌の仔

魚放出孔は全く突出していない。その形状をFig・2に示
　　　　　　　　　　　　　　くり
した。雄の交尾の月と推定されるユ2月を中心として9月一

2月においてこの突出部が割合大きく又それ以外の月にお

いても突出している。それ故にメバルにおいてもこの部分

が雄の交接器であり，この部分によって外見的にカサゴと

同様に雌雄の鑑別が比較的簡単にできる。

　顕微鏡的観察についてはメバルにおいても同じようにこ

の突出部を輪切りにした組織像をPLATE　I，Fig．2，

Fig・3に示した。　カナゴの場合と同じくやはりこの突出
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1)海 産卵胎生硬骨魚類の内,そ の主要な魚類であるカサゴ及びメバルを周年漁獲したが,そ の内雄では肛

門の後方に突起が存在 していてその突起は形態学的にも組織学的にも交接器である事が証明された。

2)こ の突起は輸 精管及び輸尿管 の末端が 外部に突出したものであり,他 の胎生卵胎生魚類における如 く

Finの 変形したものではない。 輸精管及び輸尿管はこの突起の先端において別々に並んでそれぞれ外部に

開口している。

3)こ の交接器を用いて両種共雌雄の鑑別が簡単にできる。 又この交接器は性的成熟に達しないものでは存

在せずこの部分の雌雄の相異は認められない。故にこの突起物は第二次性徴であると思われる。
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4)雄 の性的成熟に達したものでは周年にわたって交接器の存在が明かに認められるが,両 種共特に交尾の

月を中心とした約6カ 月間はその突起が著しい。

5)組 織像における両種は少しは相違が認め られるがしかし両種共形態学的 にも組織学的にもむしろ人類等

高等脊椎動物の陰茎とよく似た構造を持っている。


